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考えました。別にカンニングしたわけではないのですけれども、ちょうど期を同じくしま
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このことは後でもう少し詳しくお話ししますが、基礎学力研究会はその後も第 4 次、
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・思考の技能（Thinking Skills）
いわゆる思考の技能、欧米では Thinking Skills と言われているようですけれども、イ
ンターナショナル・スクールなどを見ると、徹底してこの技能の訓練が行われていること
がわかりました（表 2 参照）。例えばある文章を読んで、あるいはある人の言葉を聞い
て、事実か意見かを区別するということですね。Fact か Opinion かということですが、



























D06564_鈴木円.indd   12 2015/06/22   17:54:51





























D06564_鈴木円.indd   13 2015/06/22   17:54:52


















公開されている。Google の画像検索などで，graphic oranizers を検索すると，多くのグラフィック・オーガナイザーを
みることができる。
2　Karen Bromley, Linda Irwin-De Vitis, Marcia Modlo. Graphic Organizers （Scholastic, New York, USA, 1995）, 
pp.14-17.
いろいろな Graphic Organizer（図 3） を見せて、こんな図を使ったことがあるかと言
うと、「これ使った、使った」と彼らは言っていました。「タイムライン、知っている、
知っている。矢印の上に書いていくやつでしょう」という。日本ではよく、いわゆるマイ
ンドマップとかいう言い方で、この Conceptual Organizer というのが、トニー・ブザン












やはり Super English のためでしたので、英語科に寄り添う形でそういうような国語科
プランを考えなければいけなかったというのが当時の状況でした。結果的に、時代の動き
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表 4「論理的な思考力」育成授業年間計画（案）

















    ：主述の呼応 
    ：接続関係の適切さ 
    ：指示語の適切さ 
    ：段落構成の適切さ 
    ：主張の明確さ 
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© Madoka Suzuki 2004 
１０ 







































ブルを作成させる（Series of Events Chain
使用）。 
6.2Description（描写） 










Descriptive Paragraph におけるポイント 
・時間的・空間的・論理的な順序を守らせる。
・細部の描写や読み手の情緒に訴える工夫を
考えさせる（Graphic Organizer 自作） 
１１ 
6.3Classification（分類） 
いわゆる Classification Paragraph の論理展














6.4Comparison & Contrast（比較と対照） 
いわゆる Comparison Paragraph および
Contrast Paragraph の論理展開について理
解させ、  Comparison Paragraph および
Contrast Paragraph を構成する力を養う。 
6.4C 読むこと 





Comparison Paragraph お よ び
Contrast Paragraph の原則にした
がって文章を書き表す。 
Comparison Paragraph および Contrast 
Paragraph におけるポイント 
・類似点あるいは相違点を明らかにした表を







展開について理解させ、 Problem Solving 
Paragraph を構成する力を養う。 
6.5C 読むこと 












6.6Cause & Effect（因果） 
いわゆる Cause & Effect Paragraph の論理
展開について理解させ、Cause & Effect  
Paragraph を構成する力を養う。 
6.5C 読むこと 




& Effect Paragraph の原則にした
がって文章を書き表す。 
Cause & Effect Paragraph のポイント 
・結果を先に提示し、その原因を複数提示さ











































    ：主述の呼応 
    ：接続関係の適切さ 
    ：指示語の適切さ 
    ：段落構成の適切さ 
    ：主張の明確さ 
    ：文章構成の適切さ 
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ラス 2 人ずつで行っています。教壇に立って 3 分間スピーチをするという形です（表
5）。朝礼のプログラムの一つとして行われており、国語科の教員ではない教員も全て関
わります。


















オ．3 ～ 4 分の長さにまとめる（聞く者が分かりやすい論理的文章構成の指導）
カ．学級全員の前での 3 ～ 4 分スピーチ
キ．聞いていた学級全員の中からの感想発表
ク．学級担任による講評
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礼の時間は 15 分間ですので、15 分のうち、現在は 7 分間でその試験を実施しており、
































本校は行事が多く、宿泊も大体 4 泊 5 日の研修が主になっています。年間 1 回もしく
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平成 17 年、18 年度に本校は文科省から「国語力向上モデル事業の推進校」の指定を受







間あります。高校生では学年によって異なるのですが、高校 1 年生で 5 時間、高校 2 年
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し、5 時間の授業をやみくもに行うのではなくて、2 時間は古典、それから 2 時間は読解
の授業、1 時間は評論を読むための授業と分けています。読み方がそれぞれ違うというこ
とで、5 時間の中を分けています。




















Ⅰ　小説・随想・詩・短歌・俳句 2 時間 2 時間 2 時間
Ⅱ　評論 1 時間 1 時間 1 時間
Ⅲ　古典 2 時間 2 時間 選択
どのようなことを具体的に行っているかご紹介します。資料 2（図 9～11 を含むもの）
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こうした取り組みに加え、4 年（高校 1 年）次に培った力が衰えないようにするために
行っていることが 2 つあります。
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くるといった感じです。これが 4 年（高校 1 年）次のところからつながりを持って行っ
ているものです。
図 7　読書カード（小説）
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・プレゼンテーション
もう 1 つは、もう一回プレゼンの機会を与えるということです。4 年生（高校 1 年）の
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係なく、国語は必修で週 4 時間あり、そのうち 2 時間は教科書の授業、1 時間は小論文、
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図 9　書き方の基礎のプリント教材例（1）
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図 10　書き方の基礎のプリント教材例（2）
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図 11　実践演習教材（文章読解型）
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・演習
小論文の書き方の基礎が身についたところで、実践に取り組んでいくというのが演習で
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図 12　『昭和の 100冊―読書への道案内―』（高校編）の図書紹介事例
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たけれども、five books ＝ one candy と掲示板に書いてあるのです。5 冊読んだら
キャンディーあげると。どうやっているかというと、学級文庫が各学級に 50 冊以上
あるのですね。あれはセットで売っているのだと思うのですが。その中から、みんな
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渡辺　そうですね、3 年間で 100 冊を目標にしていますが、「年間読書ノート」が 3 から
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　　　1 年生の授業に必ず、司書教諭がいるので、それも読書指導によい影響を与えてい
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